
Aaを含めいずれも瓦箔がシャープである。

2 :軒平瓦は重弧紋1:6647型式て 6641型式がない。

3 :本屋棋ffil:裳附用の瓦がある。

4:iiE瓦組織が左右に区別されていた可能性を示唆する

「右」の表IJ印がある。

昨年度の参道の調査(1994-1次調査 『日露関概報26J)

て¥金堂所用の本屋桜刑判:瓦を6121A-6647G1:推illlJした

が、SX410山土瓦はそれぞ説明する。filJ越金吐の軒先はこ

のセットと、 6121Ba.Bb-6647Cb. Ccて'ftiliることが企画

され、瓦が調達されたことはIIJJ速いない。

装階用軒瓦 (6276E-66471)は出土しなかったが、設

階川の:h瓦と平瓦が山土した。 しかも、それらは木屈制

用の瓦と同じ技法で製作されている。 これは金堂の装附

が当初から計画 ・造作されたことを物語る。

平瓦に「右」の刻印が 1点ある。これまで出土した

「左」 ・「右」の刻印をもっ平瓦を再度検討したところ、こ

れらはすべて撚りの紺Il、タテ純叩きだった。つま り、

「左J・「右Jの刻印平瓦は金堂所用に限定できる議然性が

高い。左右が製作組織の別を示す考古資料には、奈良H寺

代後半の木造百万燃がある。本薬師寺金堂の造瓦組織も

岡本音の構成をとっていた可能性がある。

次に、1995-1 .次調査で'W..:tした瓦について|問題を整理

する。この調査で出土した西隣の粁瓦は来Ir旧二つの様相

が混在する。古い様相を示すのは6276Aa-6641 Hと6276

E (薄型)-6641Kで、 これは東熔と共通する。新しい様

相 l.:t6276Ab . Ac -6641 0 1: 6276 E (厚型)-66411の 2

組。6276Aの彫り直しによ って前後関係はlリlらかだ。後

者では装階川のセットは平j成薬師寺と閉じfごが、木屋棋

用のセット6276Ac-66410は平城薬師寺からは1.1'.土して

いない。

西冷 lま~，~担土か ら金堂所Jn 'lll平瓦6647Ccカ r:11.土した

ので、 恭t~:t築成 l立金堂完成ぞ遡らな L 、 。 所fll!肝瓦から問

IJFの削ill時JtfJについて、次次，のような仮説を世示てで‘きる。

1 : ~来10:燃持と lはtぱ同じ H寺j則U例l に、 6276Aa-6印6か4札H と 6臼27河6E(司部i 

型)-6641 Kで創建。6276Ab.Ac-6641 0 1:6276E (厚

型)-6641 1で大鋭棋な耳き伴えが行われた。

2 : filJ主l!1I寺JUlは、 6276Ab. Ac-6641 0と6276E (厚型)ー

6641 1のH電y・JUJ。これに6276Aa-6641 H 1: 6276 E (的

型)-6641 Kのストック分を加えて出般を昨L、た。

要1.:t、新旧いずれのセットを主体とみるかだ。

1の場合、来併にはそのような状況がないので西熔は

雄立後に大規模な修理IIが必要とされたか、あるいは移築

に伴う再処の可能性も考慮の余地をも ってくる。ただし、

解体 ・再処を示す足場穴は検出されていない。

2の場合は、四I符の姥立がほかの堂併に比べてかなり

1足れる。6641G. H . 0の3粧Ii.、H→G→OのJIIi'Iに製

作された。Hは紋様カfjlkも整斉で.、東燃やrlQ"ト回廊の

削主l!軒平瓦。Gと01:の紋椋の系譜|刻係は先に述べた。

6641 Gには6276Aa.Abカ人 66410には6276Ab.Acカf;fJL

む。本薬師寺では、 6641Gはごく少挫しか出土しないが、

逆に6276Ac-66410は平減薬師寺からは出土しない。さ

らに装階mff平瓦66411 は平城薬師寺削挫瓦の一つ。 し

かも、商併出土66411にはかなり箔傷があるから、平械

薬師寺のjt訟が一段落してからこれらの瓦が本薬師寺に

供給されたとみてよし、。 とすると、西燃の瓦の製作供給

H寺期は奈良時代に降り、 『続日本紀』文武 2年 (698)10 

月41:1粂の「薬師寺の榔作LtlJ::おわる」 の時点て、西f存

は挫ち上がっていなかった叢然性が市くなる。その場令、

完成直前{こ焼け務ちた大í~~・大手fの伽藍配世との|刻述が川

題となろう。 (花谷浩/考古第1) 

コラム:あすかふじわら②

4・60年前の本薬師寺西塔跡
金堂土I監から凶I各跡をfUんfご写:J!，。周凶はー而
の[H岡地帯。背後の111は、畝傍山。本薬師寺や藤

原;守の調3T7.研究に大きな足跡、をFえした足立I~t r業

師号i:flJII肢の研究J (LI本Tr文化研究所報告 第五

193N.)から転載。四I答!f.1Hi19965pに初めて発掘
;l1Wtiの手が加わ っ た。 般fi~I市城殿町所干上。 24n参

)fl日。 (C)
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